
コンバージョンの設定方法



コンバージョンとは？
・広告をクリックまたは表示後 
　→商品の購入、アプリインストール、メールの登録など 
　　の特定のアクションを実行すること

・すべてのコンバージョン 
　＝広告クリックが１回で商品購入が2回行った場合CV 
　　は2となる 
・ユニークコンバージョン 
　＝広告クリックが１回で商品購入が2回でもCVは1回





CV計測の方法

・コンバージョンタグを使用して計測する方法 

・GTMを使用して計測する方法 

・Googleアナリティクスを使用して計測する方法



コンバージョンタグ計測
・Google広告で、コンバージョンの完了直後に顧客がアクセスするサ
イトのＷebページに貼り付けるHTMLコードを作成し、直接タグ設置
を行う方法

・メリット 
Google広告上でタグ発行をし、Webサイトにタグを設置する方法となる
ので、他ツールを活用しなくても簡単にタグ設置ができる

・デメリット 
Webサイトの仕様によっては、HTMLファイルを自社で修正しなくては
いけない。自社でHTMLファイルが修正できない人はタグ設置は不可。



GTMを使用して計測
GTMとはGoogleが提供するタグの発行・管理ツールで、こちらを使用
することでもコンバージョン測定が可能となります。

・デメリット 
GTMを使用する場合、アカウント作成やWebサイトの紐づけ等の作業
の負担が増える。また、GTMの操作方法についても理解する必要がある
ため、Google広告上でのタグ設置よりも多くの作業工程が必要にな
る。

・メリット 
HTMLファイルを修正しなくてもタグ設置が可能。GTMとWebサイト
の紐づけをしていれば、GTM上の操作のみでタグ設置が完了できる。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

Googleアナリティクスで目標を設定したのちインポートすることで
測定が可能となります。

・メリット 
各広告媒体のコンバージョンをGoogleアナリティクス上で評価でき
る。広告媒体によって異なる指標も多いですが、Googleアナリティ
クス上でコンバージョン分析をすると、他の広告媒体とGoogle広告
を同じ基準で評価することが可能。

・デメリット 
多くの設定が必要になるという点。この方法の場合「GAとGoogle広
告のリンク」「GA上での目標設定」「目標インポート」といったよ
うな多くの工程が必要となる。



コンバージョンタグ計測

・グローバルサイトタグ 
　＝ Google広告アカウントに対して発行されるタグ 

・イベントスニペット 
　＝ コンバージョンイベントごとに発行されるタグ

グローバルサイトタグは全てのページに設置する必要がありますが、イ
ベントスニペットはコンバージョン測定をするページのみに張り付ける



CVタグで計測：手順１

Google広告アカウントを立ち上げて「ツールと設定」→「コンバージョ
ン」を選択します。コンバージョン画面で「+」を選択しコンバージョンを
作成していきます。



次にトラッキングしたいコンバージョンの種類を選択します。

CVタグで計測：手順２



・コンバージョン名 
登録するコンバージョンの名称です。 

・カテゴリ 
登録するコンバージョンに近いカテゴリを選択し
ます。複数のコンバージョンを登録した際に、カテ
ゴリごとにコンバージョンの状況を確認できます。 

・値 
コンバージョン１つあたりの価値を設定します。具
体的な数値が分からなければ「コンバージョン値
を使用しない」を選択してください。 

・カウント方法 
コンバージョンのカウント方法の設定です。 
「全件」だとフォーム送信した回数分だけコン
バージョンがカウントされます。「初回のみ」だ
とカウントされるのは１回のみです。

CVタグで計測：手順３



CVタグの設置

タグの設置方法を選択します。自分でタグ設置するを選択しましょう。



コンバージョンタグ計測

グローバルサイトタグとイベントスニペット
が発行されます。グローバルサイトタグを全
てのWebページ、イベントスニペットをコ
ンバージョン後のページの <head>内に設置
をすれば完了です。



GTMを使用して計測

新しいコンバージョンタグを使用してCVを計測する方法の手順3
までと同様の手順をGoogle広告上で行います。その後、設定方法
の選択でGTMを選択します。



GTMを使用して計測

コンバージョンIDとラベル発行が発行されるので、こちらをメモします。



GTMを使用して計測

GTMを立ち上げて、新しいタグ追加を選択します。



GTMを使用して計測

タグタイプの選択画面が表示されるので「Google広告のコンバージョ
ントラッキング」を選択します。



GTMを使用して計測

タグ設定の画面が立ち上がるので、手順2で発行したコンバージョンIDとラベルを記
入します。こちらを記入することで、Google広告とGTMが紐づけが完了します。



GTMを使用して計測

最後にトリガーの設定をします。トリガーはコンバージョン測定のきっかけです。通常のコンバー
ジョン測定（サンクスページにイベントスニペットを設置）であればトリガーのデフォルトである
「ページビュー」で問題ありません。最後に設定内容を保存すればタグ設置完了です。



GTMを使用して計測

・この方法で設定する場合の注意点 
GTMでタグ設置する前に、Googleアナリティクス等の設置タグをWebサイ
トに設置している場合は注意が必要です。Webサイト上に複数の計測タグが
あることで、重複カウントとなってしまうためです。すでに何かしらの計測タ
グ設置をしている場合は、GTM用のタグに切り替える必要があると覚えてお
きましょう。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

Googleアナリティクスを立ち上げて「設定」→「ビュー」→「目
標」を選択します。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

「新しい目標設定」を選択し、目標設定内の「カスタム」を選択します。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

任意の目標名とコンバージョンタイプを「到達ページ」「滞在時間」
等から選択します。今回は到達ページを例に紹介します。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

到達ページを入力します。「example.com/sanks」がURLであれば
「/sanks」を入力します。URL全体を入力しないようにしましょう。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

Googleアナリティクス上で目標が反映しているか確認しましょう。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

Google広告を立ち上げて「ツールと設定」→「コンバージョン」を選択します。
コンバージョン画面で「+」を選択しコンバージョンを作成していきます。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

コンバージョン測定方法の中からインポートを選択します。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

目標を作成したGoogleアナリティクスを選択します。



Googleアナリティクス 
を使用して計測

先ほど作成した目標をGoogle広告にインポートすることで、紐づけ完了です



Googleアナリティクス 
を使用して計測

・この方法で設定する場合の注意点 
Googleアナリティクスからコンバージョントラッキングを実行する
際は、「Googleアナリティクス」と「Google広告」のリンクを事
前にしておく必要があります。リンクをしていないとGoogleアナリ
ティクスから目標をインポートすることはできないので、事前にリン
クをしておきましょう。


